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東京の学食めぐり-14 

平野 武宏 

「寅さん歩」の愛読者から「学食めぐり」をテーマに取り上げて 

欲しいとの要望がありました。最近は一般の人も食べられる学食 

が増えていますので、新シリーズとして東京にある大学キャンパ 

スの学食をめぐり・紹介します。このテーマは訪れるだけでなく、 

実際に食べて・コメントが必要です。食べたいメニューが複数あ 

り、複数回、足を運ぶもこともあります。取材やコメントでは関 

係者にご迷惑をかけないよう配慮します。メニューの選択やコメ 

ントはあくまでも「寅次郎の好み・独断」としてお読みください。 

構内の写真撮影は建物外観のみで人物が写り込まないことが原 

則です。今回は古い歴史と伝統を持つ仏教とキリスト教の二つの 

大学の学食めぐりです。メニューや値段は訪問時のものです。 

右上写真はパンダの食事風景です。食べ過ぎて、こんなに太らな 

いように注意です。最寄り駅は代表例です。 

 

[立正大学] 品川区大崎 4-2-16   

最寄駅 東急池上線 大崎広小路駅 

 

   大学公式サイトには『天正 8年（1580年）に下総国飯高郷 

（現在の千葉県匝瑳市飯高）に設立された日蓮宗僧侶の教育機関 

   飯高壇林を源流とし、明治 5年（1872年）壇林を東京芝二本榎 

に移し、立正大学開校の起点となる小教院を設立、明治 37年 

（1904 年）日蓮宗大学林を大崎に設置、明治 40 年（1917 年）

日蓮宗大学、大正 13 年（1924年）立正大学と改称。昭和 27年

（1952 年）第 16 代学長に石橋湛山（元首相）が就任。 

平成 4年（1992年）開校 120周年で大崎キャンパスにハイテク

機能を導入、インテリジェントキャンパスになりました。 

平成 26 年（2014 年）品川キャンパスと改称。校名は日蓮聖人

の「立正安国論」に由来。日蓮聖人の社会に貢献する生き方「三

の誓い」を石橋湛山が現代風に言いかえたのが次の建学の精神 

・真実を求め至誠を捧げよう 

・正義を尊び邪悪を除こう 



・和平を願い人類に尽くそう 

人間、社会、地球に関わる総合大学として仏教学、心理学、 

地球環境科学、社会福祉学、法、文、経営、経済学部がある』

と記載。 

ＪＲ五反田駅から大崎橋を渡り、山手通りを左折、大崎広小路

駅を越すと、右手に西側入口がありますが、先の大崎警察署を

右折して正門（写真下左）から入りました。学食は 6 号館 1Ｆ

（写真下右）で、唐揚げ祭りとのことで、タルタルから揚げ丼 

480 円をいただきました。から揚げでご飯が隠れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7号館２Ｆにも第二食堂（写真下左右）があり、ランチのおかず 300円、 

ライス 100 円、カレー300 円、麺類 200 円～300円でした。 

どちらの食堂も女性で溢れていました。 

 

 

 

 

 

 



  [上智大学]  千代田区紀尾井町 7-1  

最寄駅 ＪＲ線 四ツ谷駅麹町口 

    

   大学公式サイトには『平成 25 年（2013年）創立 100周年を祝い

建学の理念を自らの歴史と今後のミッションに重ね「叡智が世界

をつなぐ」という言葉にまとめました。大学の開設は大正 2年

（1913 年）ですが、その源流は天文 18年（1549 年）に来日した

イエズス会宣教師フランシスコ・ザビエルの志に遡ります。 

ザビエルは日本人が理性的で知識欲の旺盛であること、当時の足

利学校や五山における高等な学問・教育を知り、文化・思想の交

流拠点としてヨーロッパと同様、教養と学問が組織化された機関

としての大学を日本の首都（ミヤコ）に設立する志を持ちました。

その後のキリシタン禁制期により望みは断たれましたが、明治 39

年（1906年）ローマ教皇ピウス 10 世は前年日本に派遣し、明治

天皇に拝謁した親善使節の報告を受け、イエズス会に対し日本に

カトリック大学の設立を要請し、大正 2年（1913 年）東京紀尾井

の地に上智大学が開学され、ザビエルの望みは実現しました。 

    「キリスト教ヒューマニズム」の精神を根幹とした大学であり、 

世界の人々と共に歩む「隣人性」と「国際性」を貫く理念は一貫 

して変わりません。海外ではソフィア・ユニバーシティの名で親 

しまれ、ソフィアとはギリシャ語から来ており、「人を望ましい 

人間へと高める最上の叡智』と記載。 

日本で唯一のカトリック神学部、文、総合人間科学、法、経、外 

国語、総合グローバル、国際教養、理工学部の 9学部を持つ文系・ 

理系の「総合大学」とのこと。写真下左は四ツ谷駅からの四谷キ

ャンパスの全貌（右から聖イグナチオ教会、2号館、2017年 1月

竣工のソフィアタワーの 6号館）この道沿いに北門・東門があり

ますが、正門は教会側にあります。正門を入り、すぐ左に 2号館

17Ｆ建ての 5Ｆが学食で、途中の階は教室なので授業に向かう学

生さんと同じエレベーターで行きます。 

 

 

 

 



   ランチ 350円～650 円、カレー270 円～360円、麺類 250円～350 

    円。麻婆茄子丼 350 円（写真下右）を美味しくいただきました。 

 

 

 

 

  

 

 

    構内を歩いていると 9号館Ｂ1Ｆのカファテリアがリニューアル 

して、本日オープンとのチラシが配られていました。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     500 円のパスタはボリュームがありそうだったので、麻婆茄子 

丼を食べたばかりの寅次郎は遠慮しました。こんなことが出来 

る年齢になりました。外国人の学生国籍は 76 カ国とのことで 

キャンパス内で多くの外国の方にお会い出来ると期待した寅 

次郎でしたが、残念ながらお会いしたのは、ほとんどが日本の 

方でした。 

次回は 東京の学食めぐり-15 です。 

   

平野 寅次郎 拝 


